

























The Color Features of Traditional Façade Designs in the Tomonoura District: 
A Study of the Relationship between Façade Designs and Colors in a Regional 
Townscape, part 4














































































































った無彩色Nは1.5 ～ 2.5の低明度と7.5 ～ 8.5の高明度に２分散する傾向がみられた。建て方別に
最高明度をみると，建替ならびに改修では8.5，店舗7.5，伝統的建物で６となる。伝統的建物で
は明度４～６の中明度にその77%が，店舗ではやや低めの明度３～４に73.3%が集中するが，改
修建物では物件によりデータにばらつきが生じ，ある一定の明度への集中分布は確認できない。
建替は明度2.5 ～３に43%程が分布する。
　屋根で最も色情報の多かった5YRをみると，明度３に３，明度6.5に１を除く残り20（5YRの
87%）は全て低明度の２に集中することがわかる。次いで情報量の多かった無彩色は低明度の2.5
～中明度の5.5まで，分散分布の傾向にある。屋根の色相に特徴的であった10B，5PB，10PBはい
ずれも低明度の２～３であった。屋根データは伝統的建物と店舗で圧倒的に多いが，店舗が最も
明度が低く，次いで伝統的建物という順となった。また，伝統的建物，店舗では低明度2を中心
として明度の低いものが多いが，改修では窓枠データと同じく，物件によりデータにばらつきが
生じていることもわかる。
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　格子では，すべての色相において明度３～５の中明度に集中分布が確認された。格子データが
得られた，伝統的建物，店舗を比較すると，屋根データと同じく，店舗がより明度が低く，伝統
的建物では中明度４～５に多く（68.8%）みられる。
（4）色相と彩度
Fig.2　色相と明度
凡例： 図中数字は建物番号－階数を示す。例えば，1－1は建物番号1の1F。データ分布の状況を，高明度→
低明度に，また，色相番号左→右にアルファベットで示す。
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　部位別の色相と彩度をFig.3に示す。４部位全般に彩度は低めである。壁では，10YR彩度１に
最も集中し，同じく10YRの彩度２，5YR彩度１など，色相も彩度も似たサンプルが多く，ほと
んどのデータは彩度１～４に集中している（85.2%）。窓枠は，わずかではあるが，壁と比較する
と彩度が高い傾向がみられた。5YR，10YRに各５データを確認できるが，5YRの場合は彩度２
であるのに対し，10YRでは彩度４と，異なる彩度分布をみせる。窓枠の素材は木枠かアルミサ
ッシかに大別されるが，5R ～ 10YRに集中するのは木質系窓枠である。木質系窓枠は10R・
Fig.3　色相と彩度
凡例： 図中数字等に関しては、Fig.2と同じ。データ分布の状況を、高彩度→低彩度に、また、色相番号左→
右にアルファベットで示す。
186
鞆の浦の伝統的街並みに見られる色彩的特徴
5YR・10YRの色相が多かったが，10Rは彩度２，5YRは多くみられた順に彩度２・１・４，
10YRでは彩度４・３・２であった。屋根では，5YR彩度１に23データと，屋根データ42中54.8%
が集中するほかは，分散分布しており，鞆の浦地区の屋根に関しては色相5YR彩度１が景観色彩
を説明する上で重要となるといえる。格子は，木製でかつ伝統的建物にのみみられる建築的特徴
といえたが，5YR彩度２を中心として，色相では5R ～ 10YR彩度２に11データ（格子データの
48％）が集中した。
　建て方別に各部位についてみると，建替では彩度８以上と３以下にそれぞれ50%ずつ，分布し
ている。一方，伝統的建物や店舗では彩度６や7.5等もみられるものの，その大半は彩度１を中
心とした彩度3以下に集中して分布しており，築年数の長い建築物に関しては壁の彩度が低いこ
とが明らかになった。伝統的建物を改修した，改修建物でも彩度1に最も多く分布しているが，
他に彩度８・６・４と分散分布するのが特徴といえる。窓枠は，木製かアルミサッシ製かに2分
するため，とくに建替や改修において，歴史的景観に馴染ませるか否かで，色相・彩度に開きが
出るのが確認できる。屋根の彩度は改修建物で高く，伝統的建物や店舗では低い。格子は伝統的
建物，店舗にのみみられる部位だが，5R ～ 5YR彩度２がこの地域を説明する色といえる。
4．結　　　　　論
　景観色彩情報を比較検討するに必要なデータ量という点からすると，壁・窓枠・屋根の３部位
からは，比較検討に十分なデータ量を得られることが確認されたが，屋根は2Fデータを除く。
伝統的建物に付随する格子は，今回の調査地では３割程度のデータを収集することができたが，
建物の建て方と色彩の比較検討には適していない。
　色相では，5YR・10YRの出現率が高く，この色彩は４部位で確認された。部位別には壁
10YR，窓枠5YR・10YR，屋根5YR，格子5YR・5Rの使用率が高い。建物の建て方別にみると，
伝統的建物では，壁5YR・10YR，窓枠5YR・10YR，屋根5YR，格子5YR・5Rがとくに多くみら
れる。店舗も似た傾向を示し，改修建物では，特徴的な色彩は認められず，建替建物では，壁お
よび窓枠に無彩色が多くみられた。
　明度は，壁・窓枠・格子・屋根の順に高く，なかでも壁は色相別の明度差が顕著であった。こ
れを建て方別にみると，建替の明度が高く，次いで伝統的建物，店舗と続く。改修は明度２～９
に分散分布するものの，64%は明度７以上であった。窓枠でも，色相による明度の違いが確認で
き，10YRは中明度を中心に，5YRはそれよりやや低く，Nは低明度と高明度に分散分布がみら
れる。建て方別の明度差も確認された。屋根では色相によりわずかな差が認められる程度で，よ
く用いられていた5YR・10B・5PB・10PBは，いずれも明度2を中心に分布が確認できた。Nは分
布域がやや広く2.5 ～ 5.5に分布した。屋根は伝統的建物ならびに店舗のデータがほとんどである
が，店舗は伝統的建物より明度が低い傾向が認められた。格子は屋根データに類似した傾向を確
認できた。
　彩度は，４部位に共通して低いことが明らかになった。壁では10YR彩度１に最も集中するほ
か，近似の10YR彩度２，5YR彩度１にも多い。窓枠はわずかに壁より彩度の高い傾向がみられ
た。屋根は5YR彩度１，格子は5R ～ 5YR彩度２がこの地域らしさを表す色といえる。建て方別
にみると，壁においては建替で彩度８以上と３以下に分散分布の傾向がみられ，伝統的建物・店
舗では彩度１を中心とした彩度３以下の低め，改修では0.5 ～８の間に分散傾向がみられた。窓
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枠は彩度４以下にほぼ集約されたが，建て方別の差は少なく，伝統的建物以外でわずかに彩度の
高い物件が含まれていた。屋根では伝統的建物は彩度４以下とくに彩度１でデータが多く，店舗
もほぼ同様の傾向がみられるものの，改修建物では彩度３～８までの分散がみられた。格子は伝
統的建物・店舗のみにみられる部位であることから，２建て方間でほぼ同様の傾向を確認できた。
　鞆の浦の調査からは，部位別・建て方別に色彩的特性の異なる状況を確認できた。今後更に，
建物的特徴と景観色彩との関連性について，検討を加えていきたい。
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